
4回連続講座

お問い合わせは 立命館孔子学院事務局まで
Eメール：koza@st.ritsumei.ac.jp
電話：075-465-8426 FAX：075-465-8429
（火～土10:00-17:00、日、月、祝日休み）

90分×4回
一般：6000円
立命館卒業生：4000円
立命館教職員：4000円
他校学生：4000円
※入金後の返金は致しません。

受講
料金

立命館孔子学院HP＞弱点
克服講座で内容をご確認の
うえ、同ページの「お申込
み方法」→「弱点克服講座
受講申込フォーム」よりお
申し込みください。

申込
方法

弱点
克服

コース
1

コース
2

申込受付：2020年1月9日（木）正午～2月1日（土）正午

文法ポイント復習―“把”構文と補語

曹泰和

表現力アップを目指して

承春先

現在、立命館孔子学院中国語講座を受講されている方は、欠席1回分を振り替えることができます。振替

適用後の受講料は、一般4500円、立命館卒業生／職員／学生3000円です。詳しくは開講時にお送りして

いる書類または孔子学院のHPでご確認ください。

各コース定員12名（先着順、定員に達し次第受付終了）

～苦手意識を払拭し、使える文法を目指します～

2/18（火）、2/21（金）、2/25（火）、2/28（金） 19：00～20：30

～自信をもって中国語が話せるように～

2/18（火）、2/25（火）、3/3（火）、3/10（火） 19：00～20：30

★どういう時に“把”を使い、なぜ使う必要があるのか、ＳＶＯ文との違いを整理！

★結果補語と方向補語を日本語との相違点を把握しながら整理！

～苦手意識を克服し、正しい表現と運用ができるようになることを目指します。

中国語を学び始めて1年、2年がたつと、発音しにくいと感じる言葉がいくつも出て

くるでしょう。それが「自信をもって話せない」につながっていきます。熟語、短

い文章、早口言葉などを通じて楽しみながら正しい発音を身に着け自信をもって中

国語が話せるようになることを目指します。

講 師 日 時

講 師 日 時

http://www.ritsumei.ac.jp/confucius/weakpoint/

中国語の「わからない」「難しい」に応えます！

立命館孔子学院＠東京

２コース開講

東京駅隣接

～興味レベルにあわせて

～仕事帰りに中国語！

信頼の講師陣～実績豊富な大学教員

１

2

3



東京 ……… 2019年度春季弱点克服講座

中級者のための文法ポイント復習―“把”構文と補語
コース

1

日程 2/18（火）、2/21（金）、2/25（火）、2/28（金）※全4回

時間 19時00分～20時30分 場所 立命館東京キャンパス教室１

予定内容

2/18 “把”構文について―その１―

2/21 “把”構文について―その2―

2/25 補語について―その１―

2/28 補語について―その2―

初級から中級へ―表現力アップを目指して
コース

2

日程 2/18（火）、2/25（火）、3/3（火）、3/10（火）※全4回

時間 19時00分～20時30分 場所 立命館東京キャンパス教室３

予定内容

2/18 「zhi」「chi」「shi」「ri」「qu」などの難しい発音を反復
練習し、克服する。

2/25 100字程度の課題文を朗読し、一人ひとりの不十

分な発音を矯正する。文法の解説もする。なめら
かな発音ができるまで、反復練習する。

3/3 100字程度の課題文を暗唱し、一人ずつ発表する。

発音を矯正し、自信を持って発音ができるようにす
る。

3/10 早口言葉の練習と、総復習を行い、完璧な発音を
目指す。

曹泰和 先生

上海生まれ、1988年来日、筑波大学大学院修了、芸術学修士。以降昭和女子大学、大東文化大学で中
国文化史、書道、中国語を教える傍ら愛知万博での中国語同時通訳等の通訳や翻訳の仕事に関わって
いる。訳書に『経営就是改革』鈴木松夫著、『人為什么会言行不一』斉藤勇著、『汉字书法审美范畴
考释』 河内利治著（いずれも上海社会科学院出版社出版）がある。

承春先 先生

長春市出身。吉林大学外国語学部日本語学科を卒業。1999年 現在のお茶の水女子大学大学院比較文
化学科に入学し、2006年12月博士号取得。専攻は 現代中国語語法。お茶の水女子大学の専任講師を
歴任、現在、慶應義塾大学、中央大学、上智大学等の大学で中国語を教えている。執筆編集に『日本
語ライブラリー中国語と日本語』（朝倉書店）、『はじめよう中国語』（NHK学園）、『李麗と話そ
う－中国語初級文法＆会話』（郁文堂）『中日辞典』（講談社）『日中辞典』（講談社）等。

“把”構文や補語の使い方について、苦手と感じる方は多いのではないでしょ

うか。学習者が難しさを感じるのは当然です。それは日本語の構造に対応し

ない部分が多く、対象に対しても、日本語での表現とは異なる視点があるか

らです。今回の講座では、まず、どういう時に“把”を使い、なぜ使う必要が

あるのか、SVO文とどのような違いがあるのかを整理しましょう。次は、結

果補語と方向補語を整理し、日本語との相違点を把握しましょう。“把”構文

や補語に対する苦手意識を克服し、正しい表現を運用できるようになること

を目標とします。

ある程度中国語を学んでいくと、発音しにくいと感じる言

葉がいくつかあることでしょう。この講座では、それらの

発音を反復練習によって、正しく自信をもって発音できる

ようにしていきます。そのために、まずは、熟語などを繰

り返し練習して正確な発音を身につけ、それから短い文章

を朗読し、暗唱します。早口言葉なども練習し、楽しみな

がら正しい発音で自信をもって中国語が話せるようになる

ことを目指していきましょう。


